






















2 新学習指導要領 と井救 ･数学教育
新学習指導要領では,子 どもたちがゆと


















算数 .数学教育 を今後 どのよ うに進めてい
くか,数学に興味 ･関心 をもっている子 ど
もたちや科学技術立国 としての将来の我が




学習の孟視によ り, 自ら学び 自ら考える力
を育成することを一層監視 していますが,
算数 ･数学教育において も,甘一生活 との関
連を図ることや体験的 ･問題解決的な学習
の一周の充実が示 されてお り,今後 とも研
究を要する内容となっています｡
さらに,高等学校では科 目選択によ り多





















ぼうとす る力 (関心 .意欲 ･態度),(診学











磨かれ て初めて個 性 と言 え るのではな い
か,個性や よさは誰がいつ判断すべきもの
なのか ･日と言った指摘 もあ ります｡
学校 は子 どもたちにとって楽 しい学びの
場でな くてはいけませんが,個性 を生かす
















どの繕軌 を通 して｣(小学校)や ｢具体的な
事象 を調べ ることを通 して｣,｢観察,操作
や実験 を通 して｣(中学校)な ど,具体的 に
表現されています.
算数 ･数学教育において も.実生活にお
ける様々な事象 との関連を図 りなが ら.体
験的 ･問題解決的な学習活動 を一府充実 し
ていくことが目指されています｡
また,指導方法について も,先ず課題を




と,最初に例頓 によ り数学的手法を指導 し
た後 に演 習問題 によ り知識 .技能の定着を
図るという指導方法が考え られ ます｡
従来の日本の学校では後者の指串方法が
多 く見 られ ました し,時間を要 し指導計画
も立てに くい前者の指導方法は困難な場合
も考え られますo しか し,授業にめ りは り
をつけ,算数的活動 ･数学的活動の場を梢
極的に設けることは,今後の教育には不可






間 とは自ず とその在 り方が異な ります4
しか し,総合的な学習の時間の学習にお
いて,算数 ･数学の学習によって得た知識
･技能が有効 に働 くことが期待 されるのと
同様,総合的な学習の時間の学習で身に付
けた学び方や調べ方, 自ら学び 自ら考える












































ことは容易な ことではあ りません｡ これ ら
の教材開発 に当たっては.学校間で情報交
換を進めることや,大学や教育機関を中心




罪致 ･数学教育にお いて も,コンピュー















重視 した教育か ら人間性や個性を重視 した
教育へと転換が図 られ ました｡その後 2回
の学習指導要領の改訂は,生涯学習社会に
おける学校教育の在 り方 を基 に,個性 を生
かす教育の充実 と自己教育力の育成 を柱 と
しています｡




不透明であ り, これか らの時代 を生きてい
く若者 には返 しさが求め られています｡
罪数 ･数学の学習を通 して,子 ともたち
が個性 をよ り発揮するとともに,柄-1【にも
果敢 に挑戦 し力強 く粘 り強 く努力するとい
う父性的なよい面 も身に付けることができ
るよう願 ってお りますo
※ 指溝課指甥主事 (平成 6年～平成 11年)
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